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‘

グ
、

ｌ
恒
例
の
神
戸
酒
徒
番
附
選
考
。
ま

ず
、
東
（
文
化
人
）
か
ら
お
願
い
し
ま

し
ょ
う
か
。
大
い
に
酒
を
愛
し
、
か
つ

活
躍
さ
れ
た
方
、
と
い
う
こ
と
で
選
考

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
上
位
陣
が
、
頑
張
っ
て
ま
す
か
ら

ね
え
。
な
か
な
か
変
わ
り
よ
う
が
あ
り

ま
せ
ん
ね
。
後
が
な
い
か
ら
と
い
う
、

時
と
時
代
で
内
容
の
濃
い
時
と
薄
い
時

が
あ
る
ん
と
違
い
ま
す
か
？

Ｂ
以
前
は
、
中
西
勝
、
陳
舜
臣
と
か

が
い
る
と
必
ず
徒
党
を
組
ん
で
、
賑
や

か
な
場
を
つ
く
っ
て
ま
し
た
よ
。
若
手

の
中
に
は
そ
う
い
う
人
が
い
な
く
て
、

本
当
に
小
粒
に
な
っ
て
い
る
。

Ｃ
そ
れ
に
、
あ
き
穂
、
し
ゃ
れ
る
、

セ
ブ
ン
、
五
十
三
次
な
ど
名
物
の
店
が

無
く
な
っ
て
文
化
系
の
受
け
手
が
少
な

く
な
っ
た
か
ら
、
今
あ
る
店
を
大
事
に

し
て
い
か
な
い
と
ね
。

☆
女
流
二
横
綱
並
ぶ
／

Ｃ
田
辺
聖
子
の
横
綱
は
今
年
も
動
か

ず
で
す
ね
。
カ
モ
カ
の
お
っ
ち
ゃ
ん
と

神
戸
ま
つ
り
に
も
出
場
し
た
親
指
姫
は

華
々
し
く
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
ね
。

Ａ
望
月
美
佐
を
横
綱
に
昇
格
。
ス
イ

ス
で
作
品
展
を
や
っ
た
し
、
飲
む
方
の

格
で
も
国
際
的
で
貫
録
充
分
だ
ね
。

Ｃ
田
辺
、
望
月
と
女
流
二
人
が
並
ぶ

と
非
常
に
神
戸
的
で
ユ
ニ
ー
ク
で
す
ね

Ａ
造
形
部
門
で
は
、
や
は
り
山
口
牧

生
が
傑
出
し
て
い
る
・
張
出
横
綱
だ
ね
。

そ
れ
か
ら
増
田
正
和
が
健
在
。
小
林
陸

一
郎
も
、
こ
の
頃
張
り
切
っ
て
い
る
。

Ｂ
内
藤
国
雄
は
、
い
わ
ゆ
る
神
戸
組

と
い
う
意
味
で
の
リ
ー
ダ
ー
で
す
ね
。

Ｃ
や
は
り
飲
む
こ
と
に
か
け
て
は
大

将
で
す
か
ら
ね
。
今
回
は
名
人
谷
川
浩

司
と
順
序
を
入
れ
替
え
た
方
が
い
い
ね

Ｂ
筒
井
康
隆
は
、
意
欲
作
品
を
次
々

と
発
表
し
て
い
る
。
三
枝
和
子
の
「
花

蔵
院
日
記
」
は
な
か
な
か
よ
か
っ
た
。

Ａ
石
阪
春
生
も
よ
く
頑
張
っ
て
い
る

よ
く
飲
ん
で
い
る
し
、
歌
も
う
ま
い
。

Ｂ
安
水
稔
和
が
大
物
詩
人
達
を
、
か

な
り
一
人
ひ
と
り
ま
と
め
て
ま
す
ね
。

兵
庫
の
詩
人
達
を
集
め
て
、
地
味
だ
け

ど
い
い
仕
事
を
し
て
い
る
。

Ｃ
野
口
武
彦
は
、
あ
ま
り
動
き
が
な

か
っ
た
。
今
年
度
に
期
待
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ
多
田
智
満
子
は
、
現
状
維
持
で
、

前
頭
筆
頭
で
し
ょ
う
ね
。

Ｃ
嶋
田
勝
次
も
、
今
年
度
の
活
躍
が

も
っ
と
期
待
さ
れ
る
。
今
も
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
で
頑
張
っ
て
ま
す
か
ら
ね
。

Ｂ
末
広
光
夫
を
挙
げ
た
い
ね
。

Ｃ
北
野
ジ
ャ
ズ
ス
ト
リ
ー
ト
の
成
果

今
年
の
ピ
ッ
グ
ニ
ュ
ー
ス
で
す
よ
。
こ

れ
は
、
絶
対
高
く
評
価
し
た
い
で
す
ね
。

Ｂ
岡
田
美
代
は
、
加
藤
き
よ
子
の
モ

ダ
ン
ダ
ン
ス
や
Ｋ
Ｆ
Ｍ
の
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
シ
ョ
ー
の
演
出
で
い
い
仕
事
を
し
た

Ａ
シ
ア
タ
ー
ポ
シ
ェ
ッ
ト
の
佐
本

進
。
文
化
的
活
動
も
だ
が
、
本
職
で
も

国
際
的
な
賞
を
受
け
ま
し
た
し
、
高
く

評
価
し
た
い
で
す
ね
。

Ｃ
美
学
の
池
上
忠
治
が
活
発
な
評
論

活
動
を
し
て
い
る
。
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~ 巽
Ｂ
村
上
翻
雲
は
、
名
筆
研
究
会
で
頑

張
っ
て
る
ね
。
足
立
告
陶
、
渡
辺
青
華

ら
、
彼
の
弟
子
が
よ
く
や
っ
て
い
る
。

堀
尾
貞
治
は
、
「
ぼ
ん
く
ら
で
」
で
個
展

を
や
っ
た
し
、
東
門
画
廊
も
彼
の
つ
っ

ぱ
り
で
続
い
た
。

Ａ
榎
忠
は
弓
”
○
句
海
○
少
昌
○
ｚ

（
繁
殖
）
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
個
展
を
開

い
た
。
巨
大
な
オ
ブ
ジ
ェ
に
取
り
組
ん

露
で
凄
い
迫
力
が
あ
り
ま
し
た
ね
。
斉
藤

智
は
今
年
度
の
活
躍
に
期
待
。
彫
刻
の

新
谷
環
紀
、
英
子
も
安
定
し
て
い
る
。

Ｃ
知
念
正
文
は
野
球
チ
ー
ム
神
戸
二

紀
の
監
督
だ
が
、
洋
画
の
方
で
も
い
い

仕
事
を
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

Ｃ
こ
の
頃
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
界
の
動
き

が
割
合
活
発
で
す
ね
。
朝
比
奈
千
足
と

海
文
堂
の
島
田
誠
の
神
戸
高
校
コ
ン

譲
識
鍵
鼠

騨
鋳
識

･ 知

佐藤巌さん有井基さん

ビ
。
新
春
コ
ン
サ
ー
ト
も
や
っ
て
ま
す
。

Ａ
島
田
は
、
「
元
町
の
文
化
と
伝
統
を

守
る
会
」
で
も
全
力
投
球
し
ま
し
た
。

Ｂ
松
本
幸
三
も
、
い
ま
頑
張
っ
て
い

る
。
ピ
ア
ノ
の
田
淵
幸
三
と
、
新
春
ジ

ョ
イ
ン
ト
コ
ン
サ
ー
ト
を
や
っ
た
。
松

本
、
田
淵
両
幸
三
と
矢
野
正
文
と
、
飲
む

方
で
も
、
に
ぎ
や
か
で
神
戸
が
湧
く
ね
。

Ｃ
伊
藤
ル
ミ
は
、
こ
の
間
、
シ
ン
フ
ォ

ニ
ー
ホ
ー
ル
で
関
響
と
や
り
ま
し
た
。

Ａ
若
柳
吉
金
吾
が
師
籍
卯
周
年
を
国

際
会
館
大
ホ
ー
ル
で
開
き
、
親
子
三
代

揃
い
立
派
。
い
い
師
匠
に
な
り
ま
し
た
。

Ｃ
街
並
ゼ
ミ
を
や
っ
た
と
い
う
こ
と

で
、
水
谷
頴
介
を
評
価
し
た
い
ね
。
小

林
郁
も
入
れ
た
い
け
れ
ど
、
お
酒
が
弱

い
か
ら
ね
。
水
谷
復
活
で
前
頭
に
。

Ｂ
大
森
一
樹
は
、
吉
川
晃
司
を
売
り

出
し
、
映
画
で
頑
張
っ
て
い
る
。
彼
を
、

や
は
り
前
頭
ぐ
ら
い
に
上
げ
な
い
と
。

Ｃ
神
大
教
授
の
中
村
茂
隆
が
、
随
想

集
「
は
な
唄
と
交
響
曲
」
を
出
し
た
。

Ａ
今
年
は
〃
活
動
写
真
を
語
る
会
″

を
作
る
と
言
っ
て
ま
す
し
ね
。
作
曲
の

中
村
を
復
活
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

Ｃ
演
劇
で
は
劇
団
神
戸
の
夏
目
俊
二

道
化
座
主
宰
の
須
永
克
彦
で
し
ょ
う
。

Ａ
笑
ク
リ
エ
ー
ト
の
楠
本
喬
章
も
、

恋
雅
亭
が
十
一
周
年
を
迎
え
た
。
神
戸

の
漫
才
、
落
語
界
を
、
今
は
彼
一
人
で

支
え
て
い
る
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
ね
。

Ｂ
バ
レ
エ
の
貞
松
隔
は
、
加
周
年
と

バ
レ
エ
団
の
加
周
年
で
よ
く
や
っ
た

し
、
写
真
集
も
出
し
た
。
琵
琶
の
上
原

ま
り
も
華
や
か
で
よ
か
っ
た
ｃ
い
い
Ｌ

Ｐ
や
平
家
物
語
の
本
を
出
し
、
源
平
Ⅷ

年
祭
に
ふ
さ
わ
し
い
活
躍
。

Ｃ
小
山
乃
里
子
も
、
今
年
本
を
出
す

そ
う
だ
か
ら
、
今
年
度
に
期
待
。
小
野

真
須
美
も
よ
く
や
っ
て
い
る
が
、
口
害

が
な
け
れ
ば
、
も
っ
と
人
気
が
で
る
。

Ｂ
能
の
藤
井
徳
三
。
そ
れ
か
ら
上
田

照
也
亡
き
あ
と
の
久
田
徹
二
は
名
古
屋

で
リ
サ
イ
タ
ル
を
開
き
ま
し
た
ね
。

Ａ
中
右
瑛
が
、
浮
世
絵
の
本
「
写
楽

は
十
八
歳
だ
っ
た
ノ
．
」
と
「
源
平
浮
世

絵
」
を
出
し
、
切
り
絵
の
成
田
徹
も
酒

場
の
本
を
出
し
て
好
評
だ
っ
た
。

☆
敢
闘
賞
は
榎
忠
に
ノ

ー
で
は
三
賞
の
選
考
に
入
り
ま
す
．

Ａ
敢
闘
賞
は
榎
忠
に
し
た
い
で
す
ね

Ｃ
彼
の
い
ま
ま
で
の
作
品
を
一
つ
に

集
め
る
こ
と
が
で
き
て
た
ら
、
立
派
な

美
術
館
が
で
き
た
こ
と
だ
ろ
う
。
造
っ

て
も
す
ぐ
こ
わ
し
て
し
ま
い
ま
す
か
ら

ほ
ん
と
う
に
も
っ
た
い
な
い
。

Ｂ
中
村
茂
隆
は
技
能
賞
と
い
う
感
じ

で
す
ね
。

Ｃ
大
森
一
樹
を
殊
勲
賞
に
。
監
督
ら

し
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
よ
。
全
日
本

で
評
価
を
受
け
た
と
い
う
こ
と
で
１

Ａ
去
年
の
話
題
と
い
え
ば
鴨
居
玲
の

横
綱
現
役
討
死
と
い
う
の
が
出
て
い
ま

す
。
飲
ん
で
死
ん
で
し
ま
っ
た
。

Ｂ
全
く
壮
絶
な
る
戦
死
で
し
た
ね
。

Ｃ
織
田
正
吉
と
松
本
宏
は
身
体
を
大

事
に
し
て
ほ
し
い
の
で
休
場
に
。八

敬
称
略
Ｖ

武田則明さん
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< 大工建設社長〉
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十両勢に新しい顔が登場
く審査員〉 木下健
･ 西／経済人西宮章泰

月岡清市

<三笛商店社長〉

' 、< 月岡方応社長〉

ｌ
そ
れ
で
は
次
に
、
西
八
経
済
人
Ｖ

の
方
を
お
願
い
し
ま
す
。
業
績
面
は
む

ろ
ん
の
こ
と
、
酒
品
そ
し
て
酒
量
、
こ

の
三
点
を
加
味
し
選
考
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

☆
実
力
伯
仲
の
三
役
陣

Ａ
神
戸
で
精
力
的
に
働
い
て
い
る
、

田
崎
真
珠
の
田
崎
俊
作
は
、
不
動
の
横

綱
だ
ね
。
昨
年
、
株
式
を
大
証
二
部
に

上
場
し
て
い
る
し
…
。

Ｂ
話
題
性
な
ら
断
然
風
月
堂
の
下
村

光
治
。
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
タ
ウ
ン
に
あ
る
ゴ
ー
フ
ル
ポ
ー

ト
ピ
ァ
胡
や
ハ
ワ
イ
店
を
オ
ー
プ
ン
し

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
横
綱
昇
進
は

問
題
な
い
だ
ろ
う
ね
。

Ｃ
Ｕ
Ｃ
Ｃ
は
、
シ
ェ
ア
と
し
て
は
、

全
国
的
・
世
界
的
に
な
っ
て
き
て
は
い

る
が
、
上
島
達
司
は
ま
だ
年
齢
的
に
も

若
い
し
、
将
来
も
う
一
度
横
綱
に
と
い

う
こ
と
で
、
今
回
は
大
関
と
い
う
こ
と

で
我
慢
し
て
も
ら
お
う
。

Ｂ
も
う
一
人
の
横
綱
は
前
回
同
様
、

ワ
ー
ル
ド
の
畑
崎
匿
敏
で
…
。
神
戸
で

あ
ま
り
お
酒
を
飲
ん
で
な
い
み
た
い
だ

け
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
に
積

極
的
に
貢
献
し
て
い
る
。

Ａ
張
出
大
関
に
は
、
樽
本
産
業
の
樽

本
久
、
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
の
中

内
力
と
い
う
と
こ
ろ
か
な
。
新
館
建
設

の
予
定
も
あ
る
。

Ｃ
実
績
か
ら
い
っ
て
伊
藤
ハ
ム
の
伊

藤
研
一
を
関
脇
に
据
え
る
こ
と
に
し

て
、
次
に
は
驚
異
的
成
長
を
続
け
て
い

る
シ
ャ
ル
レ
の
林
雅
晴
を
一
挙
に
も
っ

て
こ
よ
う
。

Ａ
島
文
工
業
の
島
田
文
六
は
、
神
戸

で
全
然
飲
ん
で
な
い
。
神
戸
を
土
俵
に

し
て
ほ
し
い
ね
。
今
回
は
勝
負
検
査
役

と
い
う
こ
と
に
し
て
、
次
回
に
ま
た
期

待
し
ま
し
ょ
う
。

Ｂ
川
西
倉
庫
の
川
西
章
二
は
、
森
本

倉
庫
の
森
本
頑
二
の
後
任
で
倉
庫
協
会

の
会
長
に
就
任
し
た
の
で
小
結
に
昇
進

と
い
う
こ
と
に
…
。

Ａ
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
関
係
で
は
、
ジ
ャ

ヴ
ァ
の
細
川
数
夫
も
頑
張
っ
て
い
る
よ

う
だ
ね
。

Ｂ
淡
路
屋
の
寺
本
混
は
本
業
の
弁
当

以
外
で
の
レ
ス
ト
ラ
ン
経
営
で
も
業
績

を
上
げ
て
い
る
ね
。

☆
前
頭
は
大
幅
な
変
動
な
し

Ｃ
ノ
ザ
ワ
の
野
津
太
一
郎
、
淡
路
フ

ェ
リ
ー
の
井
植
貞
雄
は
前
回
と
同
じ
く

小
結
筆
頭
、
二
枚
目
で
…
。

Ｂ
酒
徒
番
附
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

つ
る
や
衣
裳
店
の
島
田
光
夫
を
、
カ
ワ

ノ
の
河
野
忠
博
の
次
に
。

Ａ
神
戸
マ
ツ
ダ
の
橋
本
一
豊
は
新
入

幕
だ
が
、
実
力
か
ら
い
っ
て
前
頭
の
前

の
方
だ
ね
。

Ｂ
小
林
桂
の
小
林
博
司
、
弁
護
士
の

阿
部
清
治
と
つ
づ
い
て
、
そ
の
あ
と
が

木
下
真
珠
の
木
下
章
夫
、
ベ
ル
の
東
中

弘
吉
が
順
当
な
と
こ
ろ
か
な
。

Ａ
今
年
、
新
社
屋
の
出
来
る
森
真
珠

の
森
隆
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

Ｃ
去
年
は
社
長
就
任
と
い
う
こ
と
で

１
５２
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上､識
大
幅
に
昇
格
し
た
沢
の
鶴
の
西
村
隆
治

は
、
今
年
は
こ
の
あ
た
り
で
落
ち
着
く

か
な
。

Ｂ
六
甲
バ
タ
ー
の
塚
本
哲
夫
は
、
社

長
に
な
っ
て
新
社
屋
も
完
成
し
、
営
業

成
績
も
上
が
っ
て
い
る
こ
と
だ
し
、
前

頭
に
昇
格
。
即

Ａ
ゴ
ン
チ
ャ
ロ
フ
の
光
葉
貞
男
、
宮

田
組
の
宮
田
喜
夫
も
こ
の
あ
た
り
だ
ね

Ｃ
そ
れ
か
ら
、
去
年
「
パ
テ
ン
ト
ビ

ジ
ネ
ス
」
を
出
版
し
、
結
構
売
れ
て
い

る
角
田
内
外
国
特
許
事
務
所
の
角
田
嘉

宏
は
前
頭
に
昇
格
さ
せ
た
い
。

Ｂ
昨
年
度
の
神
戸
青
年
会
議
所
理
事

長
の
中
尾
雲
に
は
前
頭
の
最
後
を
飾
っ

て
も
ら
お
う
。

☆
新
顔
の
活
躍
が
目
立
っ
た
十
両
勢

Ｂ
十
両
勢
は
ど
う
だ
ろ
う
。

１
５３
１

溌
蓉
ｈ

d 鍵甥識

し
、
地
域
の
活
性
化
に
大
い
に
貢
献
し

た
。Ａ

福
大
実
業
の
尤
昭
福
も
忘
れ
て
は

い
け
な
い
。
神
戸
Ｊ
Ｃ
理
事
長
時
代
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
ケ
ー
ブ
ル
カ
ー
。

バ
ス
を
走
ら
せ
る
話
は
か
な
り
具
体
的

な
と
こ
ろ
ま
で
進
ん
で
い
る
よ
う
だ
。

Ｂ
取
組
場
所
を
代
表
し
て
ク
ラ
ブ
る

ふ
ら
ん
の
浦
野
久
子
、
ト
ム
キ
ャ
ン
テ

ィ
の
榊
晴
夫
に
入
っ
て
も
ら
お
う
。

Ａ
榊
は
日
本
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
協
会
の

副
会
長
に
も
就
任
し
た
。

Ｃ
洋
菓
子
界
の
若
手
か
ら
は
コ
ス
モ

ポ
リ
タ
ン
製
菓
の
バ
レ
ン
タ
イ
ン
・
Ｖ

・
モ
ロ
ゾ
フ
。
そ
し
て
、
神
戸
ワ
イ
ン

ク
ラ
ブ
を
主
宰
し
て
い
る
今
井
商
店
の

今
井
拓
雄
。
こ
れ
で
十
両
陣
も
顔
が
揃

っ
た
。

ｌ
で
は
、
次
に
三
賞
の
選
考
に
移
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

Ａ
殊
勲
賞
は
ゴ
ー
フ
ル
ポ
ー
ト
ピ
ァ

配
の
下
村
光
治
で
問
題
な
し
。

Ｃ
横
綱
昇
進
の
上
に
殊
勲
賞
と
い
う

の
は
出
来
す
ぎ
と
い
う
気
も
す
る
が
、

話
題
性
か
ら
い
っ
て
も
妥
当
だ
な
。

Ｂ
出
版
さ
れ
た
本
が
増
版
中
と
い
う

弁
理
士
の
角
田
嘉
宏
に
技
能
賞
を
あ
げ

た
い
ね
。

Ｃ
本
を
出
す
だ
け
で
も
大
変
な
の
に

売
れ
て
る
と
い
う
の
は
立
派
だ
ね
。

Ａ
敢
闘
賞
に
は
元
神
戸
Ｊ
Ｃ
理
事
長

で
〃
新
国
際
都
市
神
戸
の
創
造
″
に
頑

張
っ
て
取
り
組
ん
だ
中
尾
裏
に
決
定
し

ま
し
ょ
う
。

八
敬
称
略
Ｖ

Ａ
筆
頭
に
は
白
鶴
酒
造
の
嘉
納
秀
郎

か
な
。
こ
の
業
界
も
若
返
っ
て
い
る
ね
。

Ｂ
神
戸
海
岸
病
院
長
の
小
倉
一
・

昨
年
、
病
院
を
増
築
し
た
。

Ｃ
新
築
と
い
え
ば
、
高
嶋
酒
類
食
品

の
高
嶋
良
平
は
最
新
設
備
の
工
場
を
完

成
し
た
ね
。
サ
ン
コ
ト
ブ
キ
の
細
谷
俊

雄
は
、
店
舗
数
を
増
や
し
つ
づ
け
て
い

る
よ
う
だ
し
・
・
・
。

Ａ
マ
ッ
ク
の
植
村
孝
一
は
本
業
の
紳

士
服
販
売
の
他
、
三
宮
の
街
づ
く
り
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

Ｃ
新
顔
で
は
ど
う
か
な
。

Ｂ
甲
南
学
園
の
常
務
理
事
を
や
っ
て

い
る
大
牟
田
育
宏
、
こ
の
人
は
酒
品
、

量
と
も
申
し
分
な
い
。

Ｃ
そ
れ
と
、
帝
真
貿
易
の
金
井
譲

治
、
Ｊ
Ｃ
Ｉ
（
国
際
青
年
会
議
所
）
の

会
頭
を
ね
ら
え
る
大
変
将
来
が
楽
し
み

の
男
だ
よ
。

Ａ
若
手
の
台
頭
と
い
え
ば
、
高
橋
パ

ー
ル
の
高
橋
洋
三
は
真
珠
業
界
の
ニ
ュ

ー
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
Ｐ
Ｃ
Ｋ
（
パ
ー

ル
シ
テ
ィ
コ
ウ
ベ
）
推
進
協
議
会
の
発

足
な
ど
積
極
的
に
活
動
し
て
い
る
。

Ｂ
も
う
一
人
、
真
珠
業
界
か
ら
大
星

の
大
月
京
一
・
本
年
度
の
神
戸
Ｊ
Ｃ
理

事
長
と
し
て
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い

る
。
自
動
車
販
売
か
ら
は
も
う
一
人
、

神
戸
い
す
蜜
の
森
川
正
輿
に
も
幕
入
り

を
し
て
も
ら
お
う
か
。

Ｃ
元
町
の
街
づ
く
り
で
頑
張
っ
て
い

る
イ
ン
テ
ル
ナ
北
村
の
大
谷
靖
幸
は
、

神
戸
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
も
入
っ
た

西宮章泰さん

が￥

木下健さん月岡清市さん
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金盃超特級く秘蔵酒〉
1 . 8 " ピン詰・木箱入
〔限定品〕￥10,000

：

本社／神戸市圏里大石粟町６丁目。甚１号
ＴＥＬ神戸0 7 8 8 7 1 5 2 5 1 （代表)
嚢京支店／更京部中央区斬川1 丁目1 4 番5 号
ＴＥＬ童京ｍ５５３２６０１（代憂）

灘綴 .¥墾

, 鍵識

杜氏とは、油を造る職人の頭ですが、酒造りの職人を
総称して杜氏と呼ぶこともあります。杜氏の出身地、兵
庫県丹波地方は、日本最大の杜氏出身地で、江戸時代宝
暦年間における記録が残されているほど｡ その丹波出身
の杜氏の手によって銘W l j ・小鼓は醸造されています。
兵庫県氷上郡市島町中竹田合名会社西山酒造場査0 7 9 5 8 ( 6 ) ０３３１

磨
亭
の
繍
漣
昂

五年間守り育てた極上1 拍

杜氏とは、油を造る職人の頭ですが、酒造りの職人を
総称して杜氏と呼ぶこともあります。杜氏の出身地、兵
庫県丹波地方は、日本最大の杜氏出身地で、江戸時代宝
暦年間における記録が残されているほど｡ その丹波出身
の杜氏の手によって銘W l j ・小鼓は醸造されています。
兵庫県氷上郡市島町中竹田合名会社西山酒造場査0 7 9 5 8 ( 6 ) ０３３１

全 通
i 難の清酒

5４

金盃酒造株式会社

丹
浜
？
延
墓

鑑景

但馬は、兵庫県北部地方に位鉦し、冬季は山里で２メ
一トルの税雪をみることもまれではありません。現在約
2 0 0 0 人の季節酒造工が全国の酒造場で日本酒の生産に励
んでいます。
術と伝統を受

香雌餌の石津六郎翁は但賜杜氏の優秀な抜
け継ぎ、労働大臣賞を受賞した名杜氏です。

兵庫県域崎郡香住町森香住酒造有限会社垂0 7 9 6 3 ( 6 ) 0 0 2 9

；

鰐嬬琴
蕊Ｉ
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子
（
小
説
）

佐
（
祥
道
一

生
（
造
形
）

雄
（
将
供
）

隆
（
小
説
」

子
（
小
説
）

司
（
将
供
）

生
（
洋
画
）

和
（
詩
）

次
（
建
梁
）

夫
（
音
楽
）

彦
（
文
爺
）

松藤西山烏玉龍今
田本村本越井川津

神 戸酒捷篭附
東く文化人〉 西く経済人〉敢

闘
賞
榎

技
能
賞
中
・
村
茂
隆

殊
勲
賞
大
森

技
能
賞
角
田
嘉
宏

殊
勲
賞
下
村
．
光
治

敢
闘
賞
中
尾

昭和6 1 年

蒙横
綱
田
辺
聖

張
出
横
網
望
月
美

張
出
横
綱
山
口
牧

大
関
内
藤
国

張
出
大
関
筒
井
康

張
出
大
関
三
枝
和

関
脇
谷
川
浩

張
出
関
脇
石
阪
春

張
出
関
脇
安
水
稔

小
結
嶋
田
勝

張
出
小
結
末
広
光

張
出
小
結
野
口
武

張
出
小
結
川
西
章
二
（
倉
雌
）

張
出
小
結
寺
本
混
（
食
品
）

小
結
細
川
数
夫
（
繊
維
）

張
出
関
脇
森
本
禎
二
（
倉
脈
）

張
出
関
脇
林
雅
晴
（
繊
維
）

関
脇
伊
藤
研
一
（
食
仙
）

張
出
大
関
中
内
力
（
水
一
証
）

張
出
大
関
樽
本
久
（
海
運

大
関
上
島
達
司
耐
排
）

張
出
横
綱
下
村
光
治
一
製
巣
）

張
出
横
綱
畑
崎
度
敏
（
繊
維
）

横
綱
田
崎
俊
作
（
真
珠
）

御
免

忠 樹 業

砂かむり 勝負械汽役

ア
テ
ィ
ッ
ク
・
栄
珍
・
エ
ト
ワ
・
エ
ル
ヴ
ィ
ノ
０

’
オ
ア
シ
ス
・
お
た
や
ん
・
か
て
な
・
生
』
本
・
喜

八
・
京
・
ク
ィ
ー
ン
ズ
コ
ー
ト
．
く
れ
な
い
。
Ｇ

Ｅ
Ｎ
‐
紬
い
一
戸
時
伸
卜
・
コ
ン
パ
ス
時
山
一
采
六
段
０
サ

ン
ト
ノ
ー
レ
・
緊
・
シ
ュ
ガ
ー
ヒ
ル
ー
蛸
の
壷
‐

で
っ
さ
ん
・
璽
亭
・
フ
ァ
ー
ス
ト
パ
園
フ
・
ぼ
ん
く

ら
・
マ
コ
ｆ
む
ろ
・
メ
イ
○
．
ホ
ヵ
グ
・
北
山
一
戸
屋
・
南
端
抑

訓
側
・
六
田
．
』
鞭
道
Ｕ
エ
ル
パ
ン
チ
ヨ
キ
ー
タ
ノ
ぐ
芦
窒
衛

屋
。
，
太
釦
邸
・
カ
ラ
ス
・
Ｖ
ｉ
ｅ
ｗ
・
寮
“
め
だ
。
ア

サ
ヒ
ピ
ア
ハ
向
ゲ
ス
０
コ
－
０
に
タ
ジ
ュ
ー
ル
。

く西方> 取組場所

島
田
文
六

菊
水
啓
輔

沢
井
修
一

加
藤
隆
久

奥
村
孝

社
山
悠

市
野
弘
之

前
頭
筆
頭
多
田
智
満
子
（
詩
）

前
頭
岡
田
羊
〈
代
（
演
出
）

前
頭
池
上
忠
治
（
美
学
）

前
頭
村
上
朔
雲
（
沸
道
）

前
頭
堀
尾
貞
雄
繍
一

前
頭
叩
佐
，
本

前
頭
増
田
正
和
（
造
形
）

前
頭
朝
比
奈
千
足
（
脊
梁
）

前
頭
小
林
陸
一
郎
（
造
形
）

前
頭
榎
忠
（
造
形
）

前
頭
若
柳
吉
金
吾
（
邦
舞
）

前
頭
．
水
谷
穎
介
（
建
築
）

前
頭
大
森
一
四
樹
（
映
画
）

前
頭
松
本
幸
三
（
音
楽
）

前
頭
，
中
村
茂
隆
（
音
楽
）

前
頭
伊
藤
ル
ミ
金
岡
梁
）

前
頭
，
中
尾
妻
（
飲
食
）

前
頭
色
“
田
嘉
｛
宏
（
弁
恥
｛
）

前
頭
｛
呂
田
喜
‘
天
（
雌
蕊
）

前
頭
西
村
降
｝
治
（
澗
涌
）

前
頭
塚
，
本
哲
夫
（
食
”
凹

前
頭
光
葉
貞
男
（
製
典
）

前
頭
森
降
六
典
珠
）

前
頭
｛
泉
‘
中
可
弘
吉
（
製
典
）

前
頭
，
木
下
章
夫
（
真
珠
）

前
頭
河
部
清
治
界
鑓
土
）

前
頭
‘
小
林
憧
脚
司
（
貿
品
）

前
頭
一
橋
，
本
一
豊
（
内
服
）

前
頭
｛
島
田
光
夫
（
衣
裳
）

前
頭
河
野
忠
憧
岬
（
製
靴
）

前
頭
井
植
貞
雄
（
海
巡
）

前
頭
筆
頭
野
濠
太
一
郎
（
処
材
）

和ハ芳新博成
ル

子ミ功樹哲吉司正
行司

木
口
街

長
島
隆

園
田
正
和

角
南
猛
夫

中
西
勝

高
橋
孟

元
永
定
正

朝
比
奈
隆

く東方> 取組場所

元
神
戸
っ
子

進勧
編
集
室

5５

毒
猟
鳥
・
ア
ル
ー
バ
ト
ロ
ス
・
ウ
エ
ザ
グ
ー
コ
ッ
ク
・
Ｓ

・
か
て
な
・
北
野
ク
ラ
ブ
，
ト
ム
キ
ャ
ン
テ
ィ
・

小
万
０
さ
ち
・
士
，
千
・
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
・
千

里
一
・
‐
な
ぎ
』
さ
・
フ
ｉ
ズ
フ
ー
・
松
の
家
‐
ム
ー
ン

ラ
イ
ト
ー
山
の
手
・
る
ふ
ら
ん
‐
コ
ト
ブ
キ
・
ピ

ン
・
お
る
ご
〜
る
・
稗
γ
ア
ダ
ル
ト
・
モ
ン
ベ
リ

ェ
・
ミ
レ
ー
・
ら
う
ん
じ
内
田
・
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ

，
コ
ス
モ
ス
．
赤
い
ピ
ア
ノ
・
誰
子
・
大
し
ま
、
花
屋

敷
・
マ
イ
ー
セ
ン
・
ジ
エ
ラ
ー
ド
ー
プ
ペ
ド
ー
ル
ー
・
刀
サ

ブ
ラ
ン
厭
刀
ク
ラ
ブ
？
か
け
い
・
手
化
ど
け
い
・
ピ
ア
ス

秋
田
博
正

役
帳
癖
文
治
郎功

獅
柏
井
健
一

竹
田
剛
男

鬼
塚
喜
八
郎

十
両
筆
頭
新
谷
誘
紀
（
彫
刻
）

十
両
斉
藤
智
（
造
形
）

十
両
夏
目
俊
二
（
演
劇
）

十
両
貞
松
隔
穴
レ
エ
）

十
両
上
原
ま
り
（
邦
楽
）

十
両
島
田
誠
（
稗
店
）

十
両
楠
本
喬
章
（
企
間
）

十
両
小
山
乃
里
子
（
放
送
）

十
両
田
淵
幸
三
（
音
楽
）

十
両
新
谷
英
子
（
彫
刻
）

十
両
藤
井
徳
三
（
能
）

十
両
中
右
瑛
（
洋
画
）

十
両
久
田
徹
二
（
能
）

十
両
知
念
正
文
（
洋
画
）

十
両
成
田
徹
（
協
嬰
）

十
両
加
藤
き
よ
子
（
洋
舞
）

＋
両
大
谷
靖
幸
（
家
具
）

十
両
榊
晴
夫
（
飲
食
）

十
両
今
井
拓
雄
（
澗
販
）

十
両
金
井
譲
治
（
翼
珠
）

十
両
森
川
正
輿
（
、
販
）

十
両
大
牟
田
・
育
宏
（
教
育
）

十
両
Ｖ
・
モ
ロ
ゾ
フ
（
製
蕊
）

十
両
大
月
京
一
（
真
珠
）

十
両
高
一
橋
》
年
三
（
真
珠
）

十
両
浦
野
久
子
（
ク
ラ
乙

十
両
植
村
孝
一
（
物
販
）

十
両
尤
昭
福
（
貿
易
）

十
両
細
谷
俊
雄
（
飲
食
）

十
両
高
鴫
．
良
平
（
食
品
）

十
両
小
倉
一
（
医
師
）

＋
両
筆
頭
嘉
納
秀
郎
（
澗
澗
）

●
呼
出
し
小
泉
康
夫

附
耐
不
抑
述
川
雌
休
州
勤
巾
峨

松織鄭植熊西休

木田松田場

正相杢忠正

宏吉和仁夫興

月
岡
清
希

西
宮
章
泰

木
下
健

武
田
則
明

有
井
基

佐
藤
廉

番
附
審
査
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田
中
国
夫
〈
関
幽
学
院
大
学
社
会
学
灘
教
授
〉

酒
を
飲
ん
で
品
の
い
い
人
、
つ
ま
り
酒
品
の
い
い
人
、
ス
テ
キ

な
飲
み
方
の
で
き
る
人
と
、
酒
品
の
悪
い
人
が
い
ま
す
ね
。
結
局

酒
は
人
の
心
を
和
ま
し
て
い
く
融
和
剤
の
役
割
を
果
た
す
わ
け
で

し
ょ
う
。

大
事
な
の
は
人
と
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
最
近

心
理
学
に
出
て
く
る
言
葉
に
自
の
里
や
日
切
。
﹈
○
の
日
の
急
と
い
う
の
が

あ
り
ま
す
．
日
本
語
に
訳
す
と
「
自
己
開
示
」
ｌ
こ
れ
は
自
分

の
心
を
ひ
ろ
げ
て
相
手
に
せ
ま
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
自
分
の
心

を
開
か
な
い
と
相
手
も
開
か
な
い
し
、
酒
を
融
和
剤
と
し
て
自
分

の
心
を
開
く
と
相
手
も
心
を
開
く
。
昔
か
ら
「
胸
衿
を
開
く
」
と

い
う
言
葉
が
あ
る
よ
う
に
、
論
理
、
理
屈
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、
情

感
で
心
を
開
き
合
っ
て
な
ご
や
か
に
語
り
合
う
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
な
る
た
め
の
一
つ
の
適
切
な
融
和
剤
、
添
加
物
と
い
う
感
じ

が
し
ま
す
ね
。
こ
れ
が
節
度
あ
る
自
己
開
示
で
、
し
か
し
あ
ん
ま

り
い
き
す
ぎ
る
と
具
合
が
悪
い
。
泣
き
上
戸
な
ど
と
い
う
の
も
い

て
、
節
度
を
こ
え
て
自
分
を
傷
つ
け
な
が
ら
泣
い
た
り
か
ら
ん
だ

り
す
る
と
、
こ
れ
は
醜
い
し
ね
。
と
い
う
て
あ
ま
り
開
か
ん
で
理

特
集
／
そ
の
１
〈
神
戸
た
そ
が
れ
文
化
論
〉

イ
ッ
キ
イ
ッ
キ
は
愚
の
骨
頂

屈
ば
っ
か
り
い
っ
て
い
て
も
面
白
く
な
い
し
ね
。

酒
品
の
あ
る
人
と
い
う
の
は
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
非
常
に
節
度

の
あ
る
心
の
開
き
具
合
で
、
楽
し
い
会
話
の
で
き
る
人
で
す
。

会
話
の
中
に
は
二
種
類
あ
っ
て
、
一
つ
は
段
取
り
、
契
約
、
職

場
で
の
い
わ
ゆ
る
「
仕
事
の
言
葉
」
で
、
も
う
一
つ
は
、
「
人
間
の

言
葉
」
と
い
っ
て
、
お
し
ゃ
べ
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
何
と
は
な

し
に
心
が
な
ど
む
、
そ
う
い
う
こ
と
ば
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
最
も
ス
タ
ー
ト
の
段
階
は
あ
い
さ
つ
こ
と
ば
で
す
。
「
こ
ん
に
ち

わ
」
と
か
「
天
気
が
い
い
で
す
ね
」
「
今
日
は
よ
く
冷
え
ま
す
ね
」

と
い
う
の
は
、
仕
事
の
こ
と
ば
で
も
何
で
も
な
く
て
、
こ
ん
な
こ

と
ば
か
り
い
っ
て
い
て
は
、
仕
事
の
段
取
り
も
進
ま
な
い
。
だ
け

ど
、
こ
れ
を
抜
い
た
ら
人
間
と
人
間
の
心
が
な
ど
ま
ん
で
し
ょ
う

そ
の
こ
と
ば
を
交
わ
す
こ
と
に
よ
っ
て
何
と
な
く
安
堵
感
を
得

る
言
葉
を
「
人
間
的
一
一
一
呈
聖
「
人
間
の
言
葉
」
と
い
い
ま
す
が
、

そ
の
こ
と
ば
を
も
っ
と
広
げ
る
と
つ
ま
り
「
雑
談
」
で
す
。
気
の

き
い
た
し
ゃ
れ
た
雑
談
、
お
互
い
が
納
得
し
合
え
、
一
致
で
き
る

会
話
、
あ
る
い
は
ち
が
い
が
あ
っ
て
も
、
自
分
と
ち
が
っ
た
こ
ん

１
５６
１

■
そ
の
‐
神
戸
た
そ
が
れ
文
化
論

田
中
国
夫
〈
関
西
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
〉

■
そ
の
２
神
一
戸
で
飲
む
と
き
遊
ぶ
と
き

議
鮮
匿
黄
慕
武
鐸
顎
美

誹
議
幸
三
誹
議
諮

拳
一
謬
尭
夫
瀞
嬢
〉
貞

誇
啓
耕
ル
浮
介
調
鮮
睡
会

豊樹治蒔佐
馳
戸
華
詮
治
訓
戸
雛
勤
汰
郎

蒔
伊
罪
く
圃
代
謹
執
エ
熱
磨
蕊
譲

治
寧
謬
店
社
長
〉
誠
誌
二
銭
崖
恵

銅
．
斜
ル
掴
イ
総
‐
鉦
誤
告
膿
鮎
塗
り

要
代
表
）

ｌ
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の
役
割
が
、
お
ろ
か
し
い
連
帯
感
、
か
り
そ
め
の
連
帯
感
、
場
の

維
持
だ
け
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
一
人
一
人
が
自
分
を
膨
ら
ま
し

て
い
く
た
め
に
酒
を
飲
む
、
と
い
う
こ
と
を
し
な
く
な
っ
た
。
安

心
感
を
持
ち
な
が
ら
シ
リ
ア
ス
な
話
を
し
合
う
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
減
っ
て
き
て
い
ま
す
。
何
と
な
く
話
題
が
途
絶
え
て
、
み
ん

な
「
シ
ラ
ー
ど
と
か
い
っ
て
し
ら
け
る
わ
け
で
す
。
す
る
と
誰

か
が
そ
れ
を
回
避
し
よ
う
と
し
て
一
気
一
気
″
に
な
る
。
ナ
ッ
シ

ン
グ
か
オ
ー
ル
の
、
お
ろ
か
し
い
オ
ー
ル
の
一
気
一
気
で
す
ね
。

な
考
え
が
あ
る
ん
だ
な
と
い
う
安
定
感
が
も
て
る
会
話
、
同
じ
喜

び
と
、
ち
が
う
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
み
た
い
な
も
の
を
感
じ
合
う
会
話

が
雑
談
で
す
。
こ
う
い
う
し
ゃ
れ
た
雑
談
を
交
わ
し
合
え
る
融
和

剤
み
た
い
な
も
の
が
酒
…
…
。
そ
ん
な
気
が
し
ま
す
ね
。
こ
と
ば

の
遊
び
を
交
わ
し
合
え
る
の
が
酒
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
ね
。

し
ゃ
べ
っ
て
い
て
楽
し
い
人
、
話
題
の
あ
る
人
、
そ
の
中
に
ま

じ
め
な
話
も
で
て
楽
し
い
人
と
い
う
と
…
…
。
神
戸
大
学
の
新
野

幸
次
郎
学
長
は
楽
し
い
人
で
す
ね
。
国
立
大
の
学
長
で
す
が
。
何

で
楽
し
い
か
と
い
う
と
、
非
常
に
「
聞
く
」
こ
と
の
で
き
る
人
な

ん
で
す
。
上
手
に
適
切
に
聞
け
る
。
何
時
間
し
ゃ
べ
っ
て
も
楽
し

い
。
誰
に
も
し
ゃ
べ
ら
せ
、
自
己
開
示
が
で
き
、
適
切
に
た
ず
ね

る
こ
と
が
で
き
る
人
な
ん
で
す
。

そ
れ
か
ら
神
戸
で
楽
し
い
人
と
い
う
と
、
亡
く
な
ら
れ
た
「
う

な
ぎ
の
糸
平
さ
ん
」
こ
と
鎌
田
糸
平
さ
ん
が
楽
し
か
っ
た
。
あ
の

人
の
楽
し
さ
は
何
だ
ろ
う
な
。
酒
は
大
好
き
だ
け
れ
ど
も
、
酒
を

た
し
な
み
な
が
ら
、
実
に
多
様
な
人
、
多
趣
味
な
人
で
、
新
聞
記

者
で
あ
ろ
う
と
、
絵
描
き
で
あ
ろ
う
と
、
（
あ
の
人
自
身
、
う
な

ぎ
を
焼
き
な
が
ら
絵
を
描
い
て
い
て
）
、
学
校
の
先
生
で
あ
ろ
う

と
、
エ
ン
ジ
ニ
ア
さ
ん
で
あ
ろ
う
と
、
ど
ん
な
人
に
対
し
て
も
本

当
に
そ
の
人
に
い
ろ
ん
な
こ
と
を
し
ゃ
べ
ら
せ
、
い
ろ
ん
な
こ
と

を
吸
い
取
り
つ
つ
、
ま
る
や
か
に
か
つ
鋭
く
自
分
を
主
張
す
る
人

だ
っ
た
。
あ
の
人
の
所
に
は
国
立
大
の
学
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
い

ろ
ん
な
種
類
の
人
が
商
売
を
こ
え
て
集
ま
っ
て
き
て
い
ま
し
た
ね

酒
飲
み
な
が
ら
そ
の
人
が
社
会
で
も
っ
て
い
る
役
割
、
地
位
を田中国夫さん

こ
え
た
魅
力
を
会
話
の
中
で
発
揮
で
き
る
人
が
魅
力
的
で
す
ね
。

い
か
に
も
重
役
的
、
社
長
で
ご
ざ
る
と
い
う
の
は
、
酒
を
飲
む
値

打
ち
の
な
い
人
で
す
よ
。
役
を
離
脱
し
て
も
持
っ
て
い
る
も
の
が

鮮
か
に
出
て
き
て
、
か
つ
本
人
の
魅
力
を
発
揮
さ
せ
る
、
そ
う
い

う
人
は
女
の
人
か
ら
も
好
感
を
持
た
れ
ま
す
ね
。

こ
れ
も
故
人
で
す
が
、
畑
専
一
郎
さ
ん
な
ん
か
も
面
白
か
っ

た
。
今
し
ゃ
べ
り
な
が
ら
、
畑
さ
ん
の
顔
が
思
い
浮
か
ん
で
く
る

け
れ
ど
、
今
言
っ
た
よ
う
な
条
件
を
、
み
な
満
た
し
て
い
て
、
神

戸
新
聞
論
説
主
筆
と
い
う
よ
う
な
感
じ
じ
ゃ
な
か
っ
た
。
畑
さ
ん

に
は
酒
を
飲
む
順
番
が
あ
っ
て
、
順
序
は
忘
れ
ま
し
た
が
、
酒
の

種
類
で
順
番
を
決
め
て
最
後
に
何
か
で
終
わ
ら
せ
て
い
た
。
家
に

帰
っ
た
ら
猫
に
も
飲
ま
せ
て
（
笑
）
、
そ
れ
で
締
め
な
ん
で
す
。

最
近
の
学
生
の
一
気
飲
み
な
ん
か
最
低
で
す
よ
。
酒
を
飲
む
訓

練
が
で
き
て
な
い
。
で
き
な
い
ま
ま
で
大
き
く
な
っ
た
ん
で
す

ね
。
私
は
学
生
に
、
飲
ま
な
い
人
に
無
理
強
い
し
た
り
、
か
ら
ん

だ
り
し
た
ら
絶
対
あ
か
ん
と
き
つ
く
言
っ
て
る
ん
で
す
が
、
そ
う

い
う
事
を
教
え
る
人
が
減
っ
て
き
て
い
ま
す
ね
。

そ
れ
に
今
の
若
い
者
は
酒
を
飲
ま
な
く
な
り
ま
し
た
。
昔
の
学

生
の
方
が
飲
ん
だ
気
が
し
ま
す
ね
え
。

今
の
若
い
連
中
の
中
で
「
親
友
」
と
い
う
の
が
死
語
に
な
っ
て

き
て
い
る
。
カ
ジ
ュ
ア
ル
フ
レ
ン
ド
、
イ
ン
ス
タ
ン
ト
フ
レ
ン

ド
。
し
か
も
種
類
別
の
。
テ
ニ
ス
の
友
達
、
コ
ン
パ
の
友
達
等
、

用
途
別
に
別
れ
て
い
ま
す
。
酒
を
飲
み
な
が
ら
お
互
い
に
胸
衿
を

開
い
て
語
り
、
学
問
を
語
り
、
と
い
う
の
は
昔
の
話
で
す
よ
。
酒

5？
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=

★神戸で飲むとき遊ぶとき

＝

竜爾蕊誇鶴亀蕊

鍵
有
沢
武
八
兵
庫
県
眼
科
医
会
会
長
Ｖ

日
進
月
歩
の
眼
科
診
療
の
た
め
の
学
術
研
修
の
場
は
、
全
国
的

に
も
兵
庫
県
、
神
戸
は
熱
心
で
内
科
の
学
者
連
の
往
来
も
繁
し

い
。
昼
間
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
疲
れ
を
癒

し
、
気
分
転
換
の
た
め
の
夜
の
三
宮
案
内
は
、
相
手
方
の
「
神
戸

印
象
」
と
し
て
も
多
大
の
証
仙
対
象
で
も
あ
ろ
う
。
数
多
い
ク
ラ

ブ
の
中
、
私
が
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
場
合
、
自
分
の
事
は
と
も
か

く
誰
を
招
待
し
て
も
自
信
の
持
て
る
店
は
非
常
に
数
少
な
い
。
私

が
そ
れ
を
利
用
す
る
上
に
も
っ
と
も
こ
だ
わ
る
の
は
そ
の
店
の
マ

マ
の
塗
勢
と
人
柄
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
ど
こ
ま
で
行
き
届
い

て
い
る
か
、
ど
こ
ま
で
気
配
り
が
な
さ
れ
て
い
る
か
、
そ
し
て
店

の
清
潔
な
イ
ン
テ
リ
ヤ
、
落
ち
着
い
た
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
、
美
酒
に

酔
え
る
雰
囲
気
、
そ
し
て
納
得
の
ゆ
く
会
計
は
必
須
で
あ
ろ
う
。

そ
の
数
少
な
い
一
つ
の
中
に
「
小
万
」
が
あ
る
。
こ
こ
の
マ
マ
に

は
流
石
と
い
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
。
既
に
創
業
三
十
五
年
以
上
だ
。

そ
の
他
、
ク
ラ
ブ
・
ム
ー
ン
ラ
イ
ト
、
ル
フ
ラ
ン
、
ラ
ウ
ン
ジ

・
内
田
、
か
け
い
、
ピ
ア
ノ
バ
ー
・
花
屋
敷
。

(灘

巽雛等撰鑑乱f 糊羅

■ 顎，

１
５８
１

有沢武さん

驚灘

望
月
美
佐
八
書
家
Ｖ

最
終
の
新
神
戸
駅
に
降
り
る
。
き
ら
き
ら
輝
く
夜
の
三
の
宮
の

街
の
灯
が
見
え
た
瞬
間
、
ほ
っ
と
す
る
。
タ
ク
シ
ー
に
乗
っ
て

「
東
門
筋
へ
」
と
告
げ
る
。
神
戸
は
私
の
大
き
な
家
な
の
だ
。

〃
神
戸
っ
子
″
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
お
店
は
ほ
と
ん
ど
私
の
応
接

間
の
よ
う
な
関
係
だ
け
れ
ど
、
茶
の
間
の
感
じ
で
通
う
の
が
ろ
ぱ

た
焼
の
〃
酒
津
大
関
″
で
、
鹿
児
島
娘
が
お
揃
い
の
着
物
姿
で
明

か
る
く
可
愛
い
い
。
酒
は
大
関
を
神
戸
中
で
一
番
売
り
上
げ
る
店

だ
。
私
が
友
の
会
の
会
長
を
引
き
受
け
て
い
る
関
係
で
東
京
の
お

客
様
や
外
国
の
人
を
よ
く
お
連
れ
す
る
。
渡
辺
美
佐
子
さ
ん
の
一

人
芝
居
〃
化
粧
″
の
打
ち
上
げ
。
ハ
ー
テ
ィ
ー
も
全
員
を
ご
招
待
し

て
大
変
に
喜
ん
で
い
た
だ
い
た
。
鯛
の
い
け
造
り
が
つ
い
て
も
値

段
の
安
い
こ
と
で
若
い
男
女
に
も
人
気
が
あ
る
。
そ
の
帰
り
に
必

ず
立
ち
寄
る
の
が
〃
ト
ム
キ
ャ
ン
テ
ィ
″
で
榊
晴
夫
さ
ん
ご
一
家

と
の
交
際
も
長
い
。
中
田
実
郎
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
を
聞
き
な
が
ら
、

洋
酒
を
傾
け
る
雰
囲
気
は
ハ
イ
カ
ラ
神
戸
に
ぴ
っ
た
り
の
お
店

で
、
紹
介
し
た
人
達
は
必
ず
通
っ
て
く
だ
さ
る
。

■クラブ小万
神戸市中央区中山手通１－１１４－１（束門筋）
ＴＥＬ0 7 8 - 3 9 1 - 0 6 3 8 . 4 3 8 6

望月美佐さん

口
神
戸
の
店
和
と
洋

ロ
マ
マ
の
姿
勢
と
人
柄
が
ポ
イ
ン
ト
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池
上
忠
治
八
神
戸
大
学
教
授
Ｖ

簡
単
な
も
の
を
つ
ま
み
な
が
ら
、
適
当
な
ア
ル
コ
ー
ル
を
ほ
ど

よ
く
飲
む
・
ウ
イ
ス
キ
ー
で
も
日
本
酒
で
も
焼
酎
で
も
か
ま
わ
ず
、

た
だ
ビ
ー
ル
は
あ
ま
り
好
き
で
な
い
。

六
甲
で
は
ス
ナ
ッ
ク
の
ク
リ
ス
、
諏
訪
山
な
ら
薩
摩
道
場
。
ど

の
店
に
と
っ
て
も
私
は
さ
ほ
ど
良
い
お
客
で
は
な
い
は
ず
だ
が
、

つ
き
あ
い
は
長
い
。
要
す
る
に
、
そ
れ
だ
け
年
を
く
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

三
宮
で
は
ガ
ー
ド
下
の
縄
の
れ
ん
た
ぬ
き
。
わ
ず
か
に
西
へ
寄

っ
て
め
ば
え
。
も
う
少
し
西
へ
行
け
ば
き
む
ら
。
さ
ら
に
西
の
方

で
は
鯉
川
筋
に
近
い
苫
屋
近
安
。
こ
こ
で
は
日
本
酒
の
原
点
を
い

ろ
い
ろ
と
教
わ
る
。

三
宮
か
ら
や
や
山
の
方
に
寄
っ
て
ス
ナ
ッ
ク
か
ら
す
。
も
う
少

し
自
宅
に
近
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
梅
華
。
店
が
混
ん
で
い
な
け
れ

ば
、
こ
こ
で
手
短
な
原
稿
を
書
い
た
り
す
る
。

み
な
気
が
お
け
な
く
て
正
直
な
店
で
す
。
そ
れ
に
カ
ラ
オ
ケ
公

害
も
な
い
。
今
晩
は
ど
こ
に
し
よ
う
か
な
あ
。

川端柳太郎さん

■
｜
今
宵
は
ど
の
店
に
：
．

池上忠治さん

聖

川
端
柳
太
郎
八
神
戸
大
学
教
養
部
教
授
Ｖ

こ
と
に
冬
場
は
ビ
ア
ホ
ー
ル
が
い
い
。
ほ
か
ほ
か
と
し
た
雰
囲

気
で
の
生
ビ
ー
ル
の
舌
ざ
わ
り
、
の
ど
越
し
は
何
と
も
い
え
な

い
。
阪
急
三
宮
、
西
口
近
く
の
ア
サ
ヒ
ピ
ヤ
ハ
ウ
ス
の
黒
生
は
、

冬
で
も
新
鮮
な
味
わ
い
が
あ
る
。
そ
れ
に
こ
こ
で
は
他
の
店
に
な

い
味
が
あ
る
。
ロ
ー
ル
キ
ャ
ベ
ツ
の
肉
と
野
菜
を
逆
に
巻
い
た
ル

ー
ラ
ー
デ
ン
や
、
ば
か
で
か
い
オ
ム
レ
ツ
、
チ
ー
ズ
と
玉
ね
ぎ
を

練
る
オ
ニ
オ
ン
ブ
ル
ー
な
ど
の
風
味
は
こ
こ
に
し
か
な
い
。

夏
の
喧
喋
は
な
く
、
ひ
と
り
静
か
に
沈
む
こ
と
も
あ
る
。
で
も

た
い
て
い
は
学
生
と
来
た
り
、
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー
の
講

義
の
帰
り
、
五
、
六
人
で
立
ち
寄
る
。
は
じ
め
は
お
ず
お
ず
と
つ

い
て
き
た
女
子
学
生
や
主
婦
が
、
た
ち
ま
ち
、
酒
と
ほ
ろ
酔
い
の

味
を
覚
え
る
。
ち
ょ
っ
と
し
た
誘
惑
者
の
気
分
に
な
る
。
そ
し
て

だ
ん
ら
ん
の
花
が
、
か
し
ま
し
く
開
花
す
る
。

店
で
は
ド
イ
ツ
風
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
と
気
ど
っ
て
い
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
私
は
だ
ん
ら
ん
の
あ
る
陽
気
な
酒
場
と
し
て
利
用
し

て
い
る
。

□
だ
ん
ら
ん
の
あ
る
酒
場
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☆神戸で飲むとき遊ぶとき

松本尚蒔さん

松
本
幸
三
八
声
楽
家
Ｖ

風
見
鶏
の
館
の
西
三
十
米
、
白
い
異
人
館
の
向
か
い
に
〃
サ
ル

い
ぃ
胃
巨
拝
の

－
テ
北
野
″
が
一
昨
年
十
一
一
口
〃
オ
ー
プ
ン
。
「
サ
ル
ー
テ
」
は
イ

タ
リ
ア
語
で
健
康
と
幸
福
を
祝
っ
て
乾
杯
す
る
と
き
の
言
葉
。
オ

す
こ
や
か

－
ナ
ー
の
中
西
さ
ん
が
健
二
、
奥
さ
ん
が
幸
子
、
ま
さ
に
〃
健
″

し
め
わ
せ

と
〃
幸
″
を
祝
し
て
乾
杯
／
、
「
サ
ル
ー
ー
プ
」
と
恐
れ
多
く
も
私
が

命
名
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
か
ね
が
ね
カ
ラ
オ
ケ
が
な
く
て
お
い

し
い
料
理
を
食
べ
な
が
ら
、
気
の
合
っ
た
仲
間
と
ピ
ア
ノ
を
弾
い

た
り
、
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
を
唄
っ
た
り
し
て
好
き
な
お
酒
を
飲
め
る

店
が
あ
っ
た
ら
と
身
勝
手
な
こ
と
を
考
え
て
い
た
私
に
と
っ
て
誠

に
ピ
ッ
タ
リ
の
店
で
あ
る
。
昼
間
は
観
光
客
の
多
い
こ
の
あ
た
り

も
六
時
頃
に
は
ほ
と
ん
ど
人
通
り
も
な
く
な
り
、
打
っ
て
か
わ
っ

て
閑
静
な
住
宅
地
に
な
る
。
白
木
の
部
屋
で
遠
く
で
な
っ
て
い
る

汽
笛
の
音
を
聞
き
な
が
ら
ち
び
り
ち
び
り
や
る
の
も
よ
し
、
仲
間

を
よ
ん
で
「
サ
ル
ー
テ
」
と
乾
杯
し
な
が
ら
ワ
イ
ワ
イ
飲
む
の
も

よ
し
、
オ
ー
ナ
ー
が
酒
好
き
で
う
ま
い
酒
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
取
り

寄
せ
て
く
れ
る
。
と
に
か
く
私
に
と
っ
て
理
想
の
店
で
あ
る
。

オールド４‘0 0 0 円洋酒懐石料理2 , 0 0 0 円松本幸三さん

でコーヒーが楽しめる｡

松
本
尚
蒔
八
日
本
舞
踊
家
Ｖ

ヒ
ル
サ
イ
ド
テ
ラ
ス
の
４
階
に
神
戸
ら
し
い
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
な
雰

囲
気
の
店
が
あ
り
、
私
は
こ
の
店
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
い
ま
す
。

フ
ラ
ン
ス
の
地
名
か
ら
と
っ
た
コ
ー
ト
ダ
ジ
ュ
ー
ル
で
す
。
入
口

に
立
つ
と
ま
る
で
シ
ン
デ
レ
ラ
を
迎
え
る
よ
う
花
々
に
囲
ま
れ
た

広
い
庭
を
見
通
す
場
所
に
案
内
さ
れ
藤
の
椅
子
に
腰
を
す
え
ま

す
。
白
ワ
イ
ン
（
ブ
ル
ゲ
ン
ラ
ン
ド
イ
ッ
シ
ャ
・
ヴ
ア
イ
ン
ッ
ア

・
ベ
ル
バ
ン
ド
）
オ
ー
ス
ト
リ
ア
産
が
好
き
で
す
。
マ
ス
カ
ッ
ト

の
香
り
が
た
だ
よ
い
甘
党
の
私
に
ピ
ッ
タ
リ
ノ
こ
の
店
は
ド
イ

ツ
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
等
の
高
級
ワ
イ
ン
が
豊
富
に
楽
し
め
ま
す
。
一

本
一
万
円
ぐ
ら
い
、
ま
た
月
一
回
ワ
イ
ン
パ
ー
テ
ィ
ー
が
あ
り
、

テ
ー
ブ
ル
マ
ジ
ッ
ク
が
ユ
ニ
ー
ク
で
す
。
お
客
様
は
各
界
の
方
が

来
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
経
済
人
の
方
と
の
文
化
交
流
で
心
な
ど
み

ま
す
。
全
身
が
燃
え
て
き
た
頃
、
だ
ま
っ
て
ピ
ン
キ
ッ
シ
ュ
が
手

元
に
、
こ
れ
は
カ
ン
パ
リ
ー
プ
ラ
ス
グ
レ
ー
プ
フ
ル
ー
ッ
ジ
ュ
ー

ス
、
美
容
と
健
康
に
良
い
よ
う
で
甘
ず
つ
ば
く
て
ほ
ろ
に
が
い
感

じ
で
、
く
つ
を
忘
れ
た
よ
う
な
錯
覚
で
店
を
あ
と
に
し
ま
す
。

１
６０
１

口
窓
ご
し
に
見
え
る
北
野
は
ワ
イ
ン
で

口
乾
杯
／
刊
サ
ル
ー
テ
」
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中尾

‐
中
尾
裏
八
㈱
あ
い
ら
く
園
代
表
取
締
役
Ｖ

飲
み
に
行
く
場
合
、
そ
の
日
の
飲
む
相
手
や
人
数
そ
し
て
気
分

に
よ
っ
て
店
を
選
び
ま
す
。
そ
の
中
で
、
ご
く
少
数
の
気
の
お
け

な
い
仲
間
や
一
人
で
お
酒
を
楽
し
み
た
い
と
き
利
用
す
る
の
が

「
キ
ル
ト
」
で
す
。
し
た
が
っ
て
最
も
自
分
の
趣
味
に
合
っ
た
店

と
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
基
準
は
①
観
賞
な
い
し
は

会
話
を
す
る
の
に
値
す
る
女
性
が
い
る
こ
と
。
色
気
は
対
象
外
。

②
内
装
設
計
は
自
然
感
覚
の
素
材
を
使
っ
た
シ
ッ
ク
な
感
じ
の
店

で
あ
る
こ
と
。
③
カ
ラ
オ
ケ
が
な
い
こ
と
。
以
上
の
一
一
一
つ
が
個
人

的
に
選
択
す
る
場
合
の
重
要
な
要
素
、
そ
れ
に
自
家
製
の
簡
単
な

お
つ
ま
み
と
よ
く
み
が
か
れ
た
グ
フ
ス
を
使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

最
高
で
す
。

お
酒
の
種
類
は
ウ
イ
ス
キ
ー
が
一
番
好
き
。
「
キ
ル
ト
」
で
は

サ
ン
ト
リ
ー
の
〃
山
崎
″
を
ス
ト
レ
ー
ト
で
味
わ
い
ま
す
。
「
キ

ル
ト
」
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
ほ
の
暗
い
ダ
ゥ
ン
ラ
イ
ト
の
下
で
ウ
ィ

ス
キ
ー
の
色
と
香
り
を
感
じ
る
と
き
は
、
心
に
余
裕
の
あ
る
と
き
、

そ
し
て
神
戸
の
街
の
雰
囲
気
を
楽
し
め
る
と
き
で
も
あ
り
ま
す
。

日・祝日体

一
ロ
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
空
間

口
趣
味
に
合
う
店
ル
ー
ム
「
キ
ル
ト
」

理さん

１
６１
１

一
口
趣
味
に
合
う
店
ル
ー
ム
「
キ
ル
ト
」

丸
山
千
恵
子
八
大
工
建
設
㈱
広
報
企
画
室
室
長
Ｖ

昏
れ
な
ず
む
空
の
、
｜
隅
を
燃
や
す
朱
鷺
の
色
。

蝋
燭
の
揺
れ
る
光
り
色
１
．

な
ん
で
も
な
い
時
の
、
な
ん
で
も
な
い
ひ
と
時
。

秘
め
た
昔
の
思
い
出
と
、
ま
だ
見
ぬ
未
来
の
や
す
ら
ぎ
が
交
差
す

る
そ
の
瞬
間
に
、
暖
か
な
、
豊
か
な
心
を
本
当
の
手
に
戻
せ
る
感

じ
が
し
ま
す
。

〃
Ｔ
Ｈ
Ｅ
Ｂ
Ａ
Ｒ
〃

な
ん
で
も
な
く
、
な
に
も
な
く
。
そ
し
て
、
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
感

性
の
響
く
こ
の
空
間
。

明
る
く
な
く
、
暗
く
な
く
、
ゆ
っ
た
り
と
し
た
時
間
を
浴
び
る
に

は
ほ
ど
よ
い
明
り
が
、
今
も
な
く
、
昔
も
な
い
艇
睡
み
の
中
に
酔

わ
せ
て
く
れ
る
。

Ｍ
Ｏ
Ｏ
Ｄ
Ｙ
過
ぎ
ず
、
Ｓ
Ｐ
Ｉ
Ｃ
Ｙ
。

き
っ
と
時
間
と
は
関
係
な
く
、
い
つ
ま
で
も
行
き
続
け
る
私
の
好

き
な
場
所
。

見
つ
け
て
よ
か
っ
た
。

丸山千恵子さん

ロ
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
な
空
間

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



口
相
手
で
き
ま
る
酒
量

★神戸で飲むとき遊ぶとき

窪
田
哲
夫
八
「
言
編
集
長
Ｖ

真
っ
す
ぐ
帰
る
こ
と
は
ま
ず
な
い
。
役
所
の
部
屋
を
出
る
ま
で

が
第
一
関
門
。
次
は
さ
ん
ち
か
か
ら
阪
神
電
車
に
乗
る
ま
で
。
第

三
関
門
は
電
車
内
と
御
影
で
バ
ス
に
乗
り
換
え
て
居
眠
り
す
る
ま

で
。
行
先
は
要
約
す
る
と
、
赤
提
灯
、
安
い
、
う
ま
い
、
仲
間
が

い
る
、
、
あ
る
じ
が
い
い
、
カ
ラ
オ
ケ
が
な
い
、
に
な
る
。
そ
ん
な

意
味
で
山
菜
の
六
段
、
御
影
の
太
郎
、
生
田
新
道
の
甚
太
郎
、
東

門
筋
の
も
ず
、
東
門
ビ
レ
ッ
ジ
の
千
雅
、
新
聞
会
館
の
ト
ア
ン
バ

ル
ー
、
小
林
ピ
ル
の
葺
合
村
（
立
飲
）
な
ど
。

一
番
行
く
の
は
六
段
。
冬
の
間
、
こ
こ
で
飲
め
る
丹
波
の
銘
酒

・
小
鼓
の
し
ぼ
り
た
て
は
秀
逸
や
。
し
か
し
、
一
年
を
通
じ
て
や

は
り
ビ
ー
ル
が
多
い
。
キ
リ
ン
の
大
が
出
る
店
は
安
心
し
て
飲
む

が
、
某
ビ
ー
ル
の
小
し
か
な
い
店
は
一
一
度
と
行
か
な
い
。
寂
し

く
、
伯
し
く
な
る
か
ら
。

こ
こ
の
と
こ
ろ
量
は
減
っ
た
。
そ
れ
で
も
相
手
が
よ
け
れ
ば
な

ん
ぽ
で
も
。
だ
が
、
な
ん
ぽ
で
も
飲
め
る
よ
い
相
手
は
少
な
く
な

り
ま
し
た
ね
。

１
６２
１

口
心
で
飲
む
酒
〃
ぼ
ん
く
ら
〃

堀
尾
貞
治
八
造
形
作
家
Ｖ
、

神
戸
高
速
・
大
開
駅
よ
り
北
山
側
へ
歩
い
て
三
分
の
と
こ
ろ
に

あ
る
赤
ち
ょ
う
ち
ん
酒
房
「
ぼ
ん
く
ら
」
が
ひ
い
き
の
店
で
あ

る
。
お
酒
が
好
き
で
こ
こ
へ
く
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
な
く
、
こ

の
店
の
カ
ウ
ン
タ
ー
反
対
の
壁
面
が
我
々
の
芸
術
作
品
を
か
け
る

場
所
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
の
ひ
い
き
の
店
で
あ
る
。
「
ぼ
ん
く
ら
」

の
壁
面
を
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
も
大
き
な
ひ
い
き
の
原
因

で
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
上
に
こ
こ
の
マ
ス
タ
Ｉ
の
心
い
き
に
ひ
か

れ
て
す
っ
か
り
ひ
い
き
に
な
っ
た
。
酒
と
い
う
の
は
心
で
飲
む
の

で
あ
っ
て
主
人
の
燃
え
て
い
る
熱
い
も
の
が
あ
る
。
そ
し
て
行
く

た
び
に
酒
の
味
は
か
わ
っ
て
今
で
は
「
ぼ
ん
く
ら
」
以
外
の
酒
は

酒
で
な
い
と
思
っ
た
り
す
る
。
ス
ラ
ン
プ
の
時
、
く
つ
ろ
ぎ
の
時

う
れ
し
い
時
等
々
変
化
し
、
酒
は
そ
の
心
の
あ
り
方
に
沿
っ
て
い

つ
も
よ
ろ
こ
び
へ
と
盛
り
あ
が
る
。

「
ぼ
ん
く
ら
」
に
か
よ
い
は
じ
め
た
頃
に
、
主
人
に
「
燃
え
ん

と
あ
か
ん
」
と
い
ち
げ
き
く
ら
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
今
も
「
ぼ
ん

く
ら
」
へ
行
く
と
燃
え
て
く
る
。
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鍵
盤

蕊鍔驚識駕溌j 蕊& 灘難識蕊鍵騨寧篭蕊尋志蕊蕊 島
田
誠
八
海
文
堂
書
店
社
長
Ｖ

飲
む
機
会
は
多
い
が
、
馴
染
み
の
店
は
ほ
と
ん
ど
無
い
。
こ
の

頃
、
夜
の
会
合
が
多
く
、
つ
れ
だ
っ
て
行
く
こ
と
は
数
知
れ
な
い

が
、
た
い
て
い
つ
い
て
ゆ
く
方
で
あ
る
。
で
も
連
れ
て
行
っ
て
決

し
て
期
待
を
裏
切
ら
れ
た
こ
と
が
無
い
の
が
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
Ｉ
ジ

ジ
ャ
パ
ン
で
あ
る
。
私
が
馴
染
み
の
店
を
つ
く
ら
な
い
の
は
、
知

り
す
ぎ
て
話
相
手
に
な
る
煩
わ
し
さ
や
、
お
客
同
士
も
し
だ
い
に

顔
見
知
り
に
な
っ
て
ゆ
く
煩
わ
し
さ
、
ま
し
て
カ
ラ
オ
ケ
騒
音
な

ど
も
っ
て
の
ほ
か
。
女
の
子
の
相
手
も
苦
手
で
あ
る
。
静
か
に
、

話
し
た
い
相
手
と
飲
む
。
そ
う
し
た
小
生
の
希
望
を
す
べ
て
満
た

し
て
く
れ
る
の
が
こ
の
店
だ
。
眺
め
の
良
い
立
地
。
格
調
高
い
異

人
館
建
築
。
重
厚
な
調
度
。
そ
し
て
静
か
な
室
内
。
用
が
無
い
限

り
ほ
っ
た
ら
か
し
に
し
て
く
れ
る
心
く
ば
り
。
話
し
相
手
が
欲
し

け
れ
ば
オ
ー
ナ
ー
の
大
村
幸
一
さ
ん
の
軽
妙
酒
脱
、
当
意
即
妙
の

話
術
も
楽
し
め
る
。
人
と
紛
わ
し
た
い
孤
独
は
無
い
。
自
分
を
取

り
一
戻
し
た
い
た
め
の
ス
ペ
ー
ス
。
そ
れ
が
小
生
の
ベ
ス
ト
・
ド
リ

ン
ク
・
ス
ペ
ー
ス
〃
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ー
ジ
・
ジ
ャ
パ
ン
〃
で
す
。

鰯鍵騨_ 瑠錘鍵蕊鋸皇輔蕊騨! : J 緯粥蟻Ｉ

ロ
自
分
を
取
り
戻
す
ス
ペ
Ｉ
ス

禦蕊繍鶏 患

スカッチ９＄０００円

興
舗
職
鐸
繍
溌
碑
諒
“

津
杷
砧
零
燕
丑
負
興

大島智恵さん

函

■
優
し
い
兄
貴
、
中
田
さ
ん
へ

大
島
智
恵
八
ベ
ー
ー
ー
毛
皮
店
Ｖ

同
じ
国
際
会
館
の
テ
ナ
ン
ト
同
志
と
い
う
事
で
仲
良
く
し
て
た

サ
ン
の
マ
ス
タ
ー
近
藤
こ
と
こ
ん
ち
ゃ
ん
と
そ
の
仲
間
達
、
必
殺

遊
び
人
藤
岡
こ
と
マ
ッ
ク
、
今
や
昔
の
遊
び
精
神
を
仕
事
に
生
か

し
ハ
ン
ブ
ル
グ
博
報
堂
デ
ザ
イ
ナ
ー
と
し
て
活
躍
、
そ
し
て
一
一
ブ

リ
ッ
ク
の
マ
ス
タ
ー
中
田
さ
ん
に
何
故
か
紅
一
点
私
が
混
じ
っ
て

そ
の
昔
、
皆
若
く
て
元
気
で
好
奇
心
い
っ
ぱ
い
の
頃
、
何
ぞ
オ
モ

ロ
イ
事
は
な
い
か
い
な
と
、
夜
な
夜
な
神
戸
の
夜
を
俳
佃
し
た
も

の
で
す
。
そ
ん
な
時
い
つ
も
一
一
ブ
リ
ッ
ク
に
集
合
、
皆
の
ま
と
め

役
は
中
田
さ
ん
。
彼
は
学
生
の
頃
か
ら
す
で
に
こ
の
世
界
に
入
っ

て
た
の
で
キ
ャ
リ
ア
は
す
ご
く
長
い
の
に
、
ち
っ
と
も
水
っ
ぽ
さ

の
な
い
不
思
議
な
マ
ス
タ
ー
。
そ
れ
に
な
ん
て
た
っ
て
若
い
／
・

他
の
男
共
が
ど
ん
ど
ん
オ
ッ
サ
ン
ぽ
く
な
る
の
に
た
だ
一
人
、
万

。
合
■

年
青
年
を
保
っ
て
い
ま
す
。
だ
っ
て
如
過
ぎ
て
テ
ク
ノ
カ
ッ
ト
の

似
合
う
男
っ
て
居
る
？
落
ち
込
ん
で
じ
っ
と
し
て
い
る
と
き
に
い

つ
も
「
チ
エ
、
ど
う
し
て
る
？
元
気
に
し
て
る
か
」
と
、
優
し
く

頭
を
な
で
て
く
れ
る
、
頼
れ
る
兄
貴
み
た
い
な
存
在
で
す
。

盆

■セント・ジョージ・ジャパン
神戸市中央区北野町１－２－１７
ＴＥＬ2 4 2 - 1 2 3 4 無休
１１：００ＡＭ～３音ＯＯＰＭ（一般）
５：０ＯＰＭ～１１：０O ＰＭ（会員制）ビジター可
個人会員３万円・特別会員５万円
（月・年会喪不要） 島田誠さ
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田
中
正
樹
八
グ
ッ
ド
・
バ
ー
同
好
会
代
表
Ｖ

ラ
ス
ト
・
バ
ー
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。

連
れ
立
っ
て
飲
み
歩
き
、
皆
と
別
れ
た
後
、
自
分
自
身
を
取
り

戻
す
た
め
、
一
日
の
最
後
に
立
ち
寄
る
バ
ー
を
指
す
。
例
え
ば
、

国
際
会
館
地
下
の
「
国
際
サ
ン
ト
リ
ー
バ
ー
」
。
創
業
鉦
年
目
を

迎
え
た
寿
屋
洋
酒
チ
ェ
ー
ン
の
名
残
り
の
店
。
八
席
程
の
カ
ウ
ン

タ
ー
だ
け
の
小
さ
な
店
内
、
音
楽
も
無
く
、
飾
り
も
ロ
ー
ト
レ
ッ

ク
の
ポ
ス
タ
－
位
。
毎
夜
、
客
に
振
ら
れ
、
磨
り
減
っ
た
真
鋪
の

と

バ
ー
に
、
ダ
ル
マ
が
滑
奪
へ
る
の
を
堪
ら
え
て
い
る
バ
ッ
ク
ボ
ー

ド
。
高
橋
マ
マ
を
挟
ん
で
、
た
わ
い
な
い
話
に
打
ち
興
じ
、
「
人
間

ら
し
く
な
っ
た
か
な
」
と
咳
き
な
が
ら
家
路
を
辿
る
男
達
。

義
理
酒
で
し
こ
た
ま
酔
っ
た
夜
の
こ
と
だ
っ
た
。
よ
う
よ
う
辿

り
つ
い
た
「
国
際
サ
ン
ト
リ
ー
」
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
、
酔
眼
の
前

に
ド
ン
と
置
か
れ
た
サ
ン
ト
リ
ー
・
ホ
ワ
イ
ト
・
「
飲
め
る
も
の
な

ら
飲
ん
で
み
な
さ
と
と
の
荒
き
語
気
に
、
高
橋
マ
マ
の
顔
を
見

上
げ
る
と
、
大
き
な
眼
が
潤
ん
で
い
た
。
客
思
い
の
マ
マ
と
な
が

－
く
お
付
き
合
い
し
た
い
ラ
ス
ト
。
バ
ー
で
あ
る
。

☆神戸で飲むとき遊ぶとき

今
井
啓
介
八
今
啓
パ
ー
ル
社
長
Ｖ

良
い
お
店
は
沢
山
知
っ
て
い
る
が
、
仕
事
を
離
れ
て
、
仲
間
と

別
れ
て
一
人
の
ん
び
り
く
つ
ろ
げ
る
店
で
あ
る
。
お
互
い
寄
り
合

い
風
に
隣
り
同
士
で
座
っ
た
お
客
さ
ん
と
も
、
和
気
あ
い
あ
い
で

呑
め
る
。

改
装
し
た
ば
か
り
で
狭
い
な
が
ら
も
、
色
調
・
音
響
・
客
層
共

に
心
憎
い
ば
か
り
の
調
和
が
保
た
れ
て
、
歌
あ
り
雑
談
あ
り
、
酒

も
尚
佳
し
。
お
客
を
如
才
な
く
楽
し
く
さ
せ
る
事
と
言
い
、
明
る

い
人
柄
の
マ
ス
タ
ー
健
ち
ゃ
ん
の
手
作
り
キ
ー
プ
ボ
ト
ル
が
銘

に
、
特
殊
色
染
め
の
出
来
栄
え
に
加
え
て
、
気
の
効
い
た
ひ
と
こ

と
の
思
い
が
込
め
ら
れ
て
い
て
ど
う
し
て
も
足
を
運
ば
せ
る
感
が

あ
る
。
ま
た
上
手
を
言
わ
な
い
雅
子
マ
マ
は
、
素
気
な
い
愛
想
が

素
人
っ
ぽ
く
て
ま
た
善
い
。
ゴ
ル
フ
コ
ン
・
へ
も
デ
イ
リ
ー
ス
ポ
ー

ッ
後
援
で
、
小
野
、
ジ
ャ
パ
ン
エ
ー
ス
、
パ
イ
ン
レ
ー
ク
等
に
参

加
者
も
多
い
。
カ
ラ
オ
ケ
大
会
は
こ
れ
ま
た
本
格
的
、
吉
本
新
喜

劇
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
京
都
・
神
戸
の
ア
ナ
も
特
別
参
加
、
一
、
一
一
流
歌
手

も
ゲ
ス
ト
で
来
演
。
楽
し
め
る
事
こ
の
上
な
い
。

今井啓介さん

一
口
飲
ま
せ
な
い
バ
ー
を
ラ
ス
ト
・
バ
ー
に

田中正樹さん

口
飲
ま
せ
な
い
バ
ー
を
ラ
ス
ト
・
バ
ー
に

’
6４
１

口
足
を
運
ば
せ
る
店神戸
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山田恭正さん

山
田
恭
正
八
ブ
テ
ィ
ッ
ク
・
ア
ル
フ
ィ
ー
オ
ー
ナ
ー
Ｖ

大
き
め
の
グ
ラ
ス
に
氷
を
１
つ
。
ウ
イ
ス
キ
ー
と
水
を
半
分
ず

つ
入
れ
て
ぐ
い
つ
と
の
み
。
い
つ
で
も
飲
み
た
い
時
に
、
気
分
ょ

ひ
や

く
。
冷
の
日
本
酒
が
一
番
好
き
な
ん
だ
け
ど
、
飲
み
す
ぎ
て
し
ま

う
の
で
、
近
頃
は
ウ
イ
ス
キ
ー
。
い
い
音
楽
（
例
え
ば
ハ
ワ
イ
サ

ウ
ン
ド
ｅ
ｔ
ｃ
…
）
が
あ
れ
ば
最
高
な
ん
だ
け
ど
。

一
番
最
高
は
、
海
で
寝
起
き
に
や
る
冷
た
い
ビ
ー
ル
一
杯
。
そ

れ
だ
け
で
、
と
っ
て
も
の
ん
び
り
し
て
し
ま
う
。

〃
か
つ
ら
ぎ
″
を
紹
介
し
ま
す
。
は
ち
や
め
ち
ゃ
な
マ
ス
タ

ー
。
彼
の
笑
顔
と
、
は
ち
や
め
ち
ゃ
な
お
客
様
達
の
歌
声
を
聞
く

と
、
日
常
生
活
の
暗
さ
を
だ
れ
で
も
忘
れ
る
こ
と
う
け
あ
い
で

す
。３

０
０
０
Ｙ
Ｅ
Ｎ
位
持
っ
て
、
み
ん
な
の
心
構
え
は
エ
ン
タ
ー

テ
イ
ナ
ー
の
つ
も
り
だ
。

生
田
東
門
筋
入
ル
の
〃
か
つ
ら
ぎ
″
へ
、
笑
顔
で
〃
コ
ン
ニ
チ

ワ
〃
と
、
ド
ア
を
押
し
て
み
よ
う
。

□
お
店
も
お
酒
も
気
分
で
あ
り
た
い

6５

四宮さをりさん

四
宮
さ
を
り
八
広
告
代
理
店
勤
務
Ｖ

板
張
り
の
急
な
階
段
を
の
ぼ
り
つ
め
た
所
に
店
は
あ
る
。
ド
ア

を
あ
け
る
と
心
地
よ
い
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
が
流
れ
て
い
る
。
仕
事
で
落
ち

わ
け

込
ん
だ
時
、
う
れ
し
い
こ
と
が
あ
っ
た
時
、
理
由
な
く
飲
み
た
い

時
、
み
ん
な
ひ
っ
く
る
め
て
こ
こ
、
「
ロ
ー
ハ
イ
ド
」
へ
来
る
。
分

厚
い
木
製
の
カ
ウ
ン
タ
ー
の
む
こ
う
に
洋
酒
の
な
ら
ん
だ
棚
が
あ

り
（
そ
の
数
に
も
総
か
さ
れ
る
）
、
棚
の
な
い
壁
面
に
は
知
人
の
作

っ
た
コ
ラ
ー
ジ
ュ
が
額
に
は
い
っ
て
い
る
。
何
よ
り
も
天
井
の
高

さ
と
椅
子
の
バ
ラ
ン
ス
が
い
い
。
居
心
地
の
よ
い
店
で
あ
る
。

こ
こ
で
飲
む
の
は
、
ア
マ
レ
ッ
ト
と
い
う
お
酒
。
そ
の
昔
初

老
の
紳
士
と
飲
ん
だ
時
、
私
を
酔
わ
そ
う
と
し
て
（
そ
う
信
じ
て

疑
わ
な
い
）
勧
め
ら
れ
た
も
の
で
、
そ
の
実
、
そ
の
紳
士
が
酔
っ

て
し
ま
っ
て
以
来
、
病
み
つ
き
に
な
っ
て
い
る
。
琉
狛
色
の
甘
い

お
酒
に
、
杏
の
干
し
た
も
の
を
つ
け
て
く
れ
る
。
私
の
い
つ
と
う

好
き
な
お
酒
。
こ
う
い
う
店
で
、
一
人
グ
ラ
ス
を
傾
け
る
の
は
生

●
●
●

意
気
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
絶
対
ブ
ン
キ
に
な
れ
る
。

グ
ッ
ド
バ
ー
の
夜
は
長
い
の
で
あ
る
。

ロ
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
の
集
う
店
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L ＩＱＵＯＲＳＨＯＰ

ｆｒｏｍＳＡＫＥｔｏａｌｌＬＩＱＵＯＲＳｉｎｆｕｌｌ
ａｎｄＭIＮＩＡＴＵＲＥｂｏｔｔｌｅｓ 神戸の澗販店ごあんない

⑱

お酒を愛する
神戸の人々に…。
灘の酒世界の酒

そして世界のワインを
u M E T A N 1 1おとどけします。

カ
ッ
ト
／
成
田
徹

ＫＯＢＥ皿ＯＴＯＭＡの面Ｔｍ面T ＨＡＮ－ＧＡＩ
ＴＥＬＫＯＢＥ３３１－１７０９

本場中国銘酒全般神戸南京街

１１( 有）田中商店 6６

神戸市中央区元町通１丁目、南京街
ＴＥＬ3 2 1 - 2 4 8 8
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6７

世界各国のワインを1 , 5 0 0 種、常時貯蔵’1 2 時まで営業。スコッチ。バーボン種類豊富

神戸ワインセラー 今井商店
神戸市中央区中山手通１丁目バス停前、北側

ＴＥＬ2 2 1 - 1 3 2 8

神戸唯一の中国酒専門卸、小売店

栄康株式会社
神戸市中央区・生田新道添い、県民会館東

ＴＥＬ3 3 1 - 2 7 1 3 ～４．２４０４

L ＩＱＵＯＲＳＨＯＰ ＦＵＫＵＭＯＴＯ
神戸市中央区中山手通１丁目７－１５
ＴＥＬ3 3 1 - 4 8 4 0 . 3 3 2 - 3 2 0 5

洋酒。酒。たばこ迅速に配達及び両替

蕊鶏畠酋部一

株式会社 南谷博巳商店
神戸市中央区中山手通１丁目２

ＴＥＬ3 2 1 - 3 1 1 1 ～３
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KOBEで乾杯！

●柄特集企画●
／

ヨ

世界の洋酒
いい酒にはいい酒場があり
そしていい出会いがあります。

6８

樽
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を
、
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の
ま
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に
。

墨
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760,210,000円
蝿

、

●ＬＩＶＥＢＥＥＲ＠
（ﾗｲﾌﾞビﾌ.）

アサヒ生ビールは
ビール本米の" うきみ制の成分をいかした

ナチュラルなつくり。
だから､おいしさ生きてろくﾗｲﾌﾞビﾌﾞ〉。

アサ陰ビロJ L 株式会社

鍔
スパーコンカ

ニッカウヰズキー

2 1 枇紀へｊｌ吃杯

ＫＩＲＩＮ
キリン陸ル株式会社
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" 心がけしだし､ 。

●雨や泥ハネ､ コーヒーにお酒

Ｅ１９３３

ヨテヨビ尋
神戸市認区配田町1 丁目2 - 1 6

本社／078-851-2440回大阪支社／06-853-1332■ロープ・ニシジマ/078-332-2440
山手店／078-221-2440■宝塚店／O797-72-0810■ﾘﾌｫｰﾑ‘フルﾌﾙ／078-221-9110

三月三日はひな祭り
嬉しい､ 嬉しい

ひなまつりには

菱形デコレーションをどうぞ…

☆クリーム°チョコレート小￥1 2 0 0
☆クリーム･ チョコレート大￥1 8 0 0
☆生クリーム
☆ペアドール

大￥ 2 0 0 0
(生ｸ ﾘ ｰ ﾑ )￥1 0 0 0

北 欧の銘栗

ユーノＬイム･ コンフエクト
■＊社･ 工蝿･ 羅内店神戸市中央区託内町1 - 8 T E L 2 2 1 - 1 I 6 4

〃
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